業界横断2016-3-02

２０16年度 第2回国際／業界横断EDIタスクフォース 議事録(案)




　

国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2016年8月23日（火） 14：00～17：00
２．開催場所　：　機械振興会館　地下3階　B3-1会議室
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）
      特別会員　　　石垣　　充　　　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会

　　　幹事会員　　　兼子　邦彦　　　小島プレス工業株式会社
      幹事会員　　　藤野　裕司　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　中井　基雄　　　株式会社データ・アプリケーション

　　　幹事会員　　　高橋　景洋　　　株式会社データ・アプリケーション

      幹事会員　　　遠城　秀和　　　NTTデータシステム技術株式会社
      幹事会員　　　上利慶太郎　　　株式会社NTTデータ
      幹事会員　　　稲野　清治　　　株式会社グローバルワイズ
      正会員　　　　千田　伸彦　　　株式会社テクノロジックアート

　　　正会員　　　　加藤　重雄　　　パティオシステムズ株式会社
　　　正会員　　　　永寿　拓宏　　　株式会社オージス総研

　　　正会員　　　　松本　俊男　　　株式会社プラネット
　　　正会員　　　　岡崎奈緒子　　　キャノンITソリューションズ株式会社
　　　正会員　　　　花澤　健二　　　キャノンITソリューションズ株式会社

　　　正会員　　　　川路　義隆　　　有限会社スクラッチソフト
　　　正会員　　　　湊本　智昭　　　株式会社ワイ・ディ・シー

　　　賛助会員　　　川内　晟宏　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　　佐々木裕一　　　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会

賛助会員　　　宮軒　治雄　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会
　　　賛助会員　　　津川　雅良　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会
　　　賛助会員　　　芋川　直輝　　　全日本電設資材卸業協同組合連合会
　　　賛助会員　　　根岸　大介　　　一般財団法人流通システム開発センター

　　　賛助会員　　　帆足　弘治　　　一般社団法人建設業振興基金
　　　賛助会員　　　浅田　寿人　　　一般社団法人全国銀行協会

　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     高橋　　隆　　　経済産業省中小企業庁
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     小澤　和弘　　　東芝ライテック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     木地　章夫　　　東芝ライテック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     土井　英史　　　東芝ライテック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     筒井　純治　　　パナソニック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     尾崎　孝次　　　パナソニック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     松本　　啓　　　パナソニック
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     大羽　英文　　　三菱電機
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     大貫　哲弥　　　三菱電機
　　　ｵﾌﾞｻﾞｰﾊﾞｰ     瀬戸川徳郎　　　三菱電機
　　　事 務 局　　　菅又　久直
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会
　　　事 務 局　　　斉藤　良一
　　　一般社団法人ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ情報基盤研究会

出席者　36名
４．議事概要　
  2016年度第2回国際／業界横断EDIタスクフォースは、初めて参加の方も多く自己紹介（会社名、氏名）の後、兼子委員長の進行により以下の議事を実施した。（資料：業界横断2016-2-01）
４－１．第1回国際／業界横断EDIタスクフォース議事録確認
　前回議事録の確認を行った。（事務局菅又氏）（資料：業界横断 2016-2-02）
  質問、異議はなし。
４－２．SIPSの全体活動について
（１）SIPS業界横断EDI仕様の海外展開

国連CEFACTによる標準化の進展とSIPSの取り組みについて事務局菅又氏より説明があった。（資料：業界横断　2016-2-03）
・国連CEFACT標準とは、貿易円滑化のための勧告と業務標準・技術仕様を定めるデータ辞書とメッセージを構築すること。日本は国連CEFACT日本委員会（SIPS含む）が対応している。

・SIPSは日本およびアジア各国への展開活動を実施している。特に、複数の業界間で相互運用性を実現するための「業界横断EDI仕様」を設定して推進している。
・現在「業界横断データ辞書」には以下のメッセージが登録されている。
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・アジア地区での展開を図っている。（タイ、インドネシア）
（２）JIT製造プロセスの国連CEFACT標準化進捗状況
　続いて事務局菅又氏より以下の説明があった。（資料：業界横断　2016-2-04）
・現在、国連CEFACTにて標準化に向けてのプロジェクトが進行しているものにJIT製造プロセス（スケジューリングSCM）がある。これはフランス、ドイツなど5カ国の支援を受けており製造業でのサプライチェーンメッセージ類を現状のビジネスプロセスに適合させるための改訂である。これらのメッセージは中小企業を含む広く世界中の組織に使用される。
・来年3月に最終報告を行い5月に公開を目指している。
　

４－３．SIPS業界横断EDI仕様の国内業界への展開
（1） 電設資材業界における展開
◆「全日電材連におけるEDI普及活動」と題して津川委員より説明があった。

（資料：業界横断　2016-2-05-1）
・全日本電設資材卸業協同組合連合会（全日電材連）の概要と過去の取り組み
会員は755社、メーカーは約50社からなる。

・商品マスターの統合を図ってきている。電材卸向けのシステムは「電二郎」を標準システムとして認定している。
・今後は業界標準から国際共通へと軸足を移すことにした。従って「電材EDI」から「中小企業共通EDI」を標準としていく。

・課題は利用者向けの簡易EDIツールの必要性とEDIのプロバイダー事業者が必須。
◆続いて、「全日電材連におけるEDI普及活動」と題して加藤委員より説明があった。
　（資料：業界横断　2016-2-05-2）
・現状のEDIシステムは各社各様であるが、ERPシステムもEDIも標準化・共通化はできるという結論に至った。

・環境は整っている＞使わないと競争力を失う＞早期に実現

・EDIを普及させるには、EDI機能を組み込んだ業界標準の基幹系システムが必須であり、電設資材卸売業向けの販売管理システムの完成と国際スタンダードとして認定し定着させることだ。
・業界認定の「電二郎」（ERPパッケージ）では既にEDI機能に「中小企業共通EDIメッセージ」を取り込んで対応している。

・これまでも普及と実証を積み重ねてきており今後も一層の支援をお願いしたい。
【質問】

1） EDIのシステムは稼働しているのですか？（兼子委員）
⇒「電二郎」はERPパッケージで既に15社ほど使用中です。EDI仕様には「中小企業共通EDI」を装備しているが、相手先が現状のままなのでパッケージサイドで変換して交換しています。（加藤委員）

2） プロバイダーについてはどうするのか？

⇒現在は費用の捻出がない状態です。サービスプロバイダーについても課題です。（津川委員）

⇒運用コストが一番問題になる。これをどうするか、是非実証など行なって欲しい。（菅又事務局）

～～～（休憩10分）～～～

（2） 商工会議所プロジェクトの展開状況

　豊田商工会議所プロジェクトの展開状況について兼子委員長より説明があった。
（資料は席上配布）
・豊田商工会議所ではGREEN-EDIということで会員企業および会員以外の企業向けにEDIによる取引情報の交換業務の推進に乗り出している。

・商工会議所は会員数（企業数）が減少傾向であり新規会員の開拓も併せて行いたい意向もある。

・サービスプロバイダーとしては、豊田市の例では地元のケーブルテレビ局が行うことになった。

（3） 水業界の展開状況

　水業界の展開状況について佐々木委員より説明があった。（資料：席上配布）
・水業界ではEDI標準はない。これまで2年間コンサル業務を続けている。
・「中小企業共通EDI」メッセージにて実証を行い、不足の項目を付け加えた。その項目は、現在SIPS経由で国連CEFACTに提示中である。

・今後はプロバイダーを介した実証や今年度は2社が新たにEDIを開始するなど徐々に進んでいる。3年かけて1500社の取引先に向けて推進していく。受注企業のメリットが大きな推進力になり、特に現場の業務改善、効率化に注目している。
４－４．SIPS業界横断EDI仕様の海外展開

　海外での展開状況について、兼子委員長より説明があった。

・現在､タイでは4社で始めている。これを20社に拡大する。

・インドネシアは8月から5社でスタートする。

・また11月からオランダ、フランス、ポーランドの3社にてスタートする。
４－５．クラウド間相互運用性実装調査状況

　「相互運用サブタスク活動報告」と題して、湊本委員より説明があった。

　　（資料：業界横断　2016-2-08）
・クラウド間の相互運用の調査と証明書交換の実態調査などを行っている。

・中小企業向け安価なサービスが提供できるかなど検討事項
　【藤野副委員長のコメント】

・サブタスクとして活動しているが、ポイントは費用だと思う。コストが合わないのでこの課題はハードルが高いと感じている。

⇒ロングテールビジネスという言葉がある。どの時点でペイさせるかの問題なので、是非良い知恵を出してもらいたい。（菅又事務局）

４－６．その他

　その他の議案として中小企業庁の高橋様より以下の説明があった。（資料：業界横断　2016-2-09）
◆新たな施策案と実施イメージについて

・施策案の骨子は、EDIを推進する施策の一つであり国連CEFACTの標準を取り入れて今ある業界標準と繋げる実証プロジェクトに対し、その事業を委託するもの。
・プロバイダー、パッケージベンダーあるいは企業間にて連携実証を行いその実用性を検証する。
・10のプロジェクトを立ち上げたい。いろいろの取り組み事例を取り上げたい。
・期間は10月～11月開始で終了は平成29年3月になる。
・是非多くの提案をお願いしたい。また、事案がありましたらSIPSやITコーディネータ協会等に相談して下さい。
５．次回予定
　次回の第3回国際／業界横断EDIタスクフォースは以下の日時、場所で実施します。

会議名：「第3回国際／業界横断EDIタスクフォース」

日時　：2016年10月11日（火）14時-17時

場所　：機械振興会館　地下３階B3-6会議室
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配布資料 一覧： 　　
業界横断2016-2-01　第2回国際／業界横断EDI TF議事次第
業界横断2016-2-02　第1回国際／業界横断EDI TF議事録

業界横断2016-2-03　SIPS業界横断データ辞書フレームワーク
業界横断2016-2-04　JIT生産方式（スケジューリングSCM）国際標準化
業界横断2016-2-05-(1)  全日電材連におけるEDI普及活動

業界横断2016-2-05-(2)  パティオシステムズ説明資料

業界横断2016-2-06　商工会議所プロジェクト

業界横断2016-2-07　SIPS業界横断EDI仕様の海外展開
業界横断2016-2-08　クラウド間相互運用について
業界横断2016-2-09　参考
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